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ー表紙に寄せてー 

「白梅紅梅しだれ
梅と満開の梅林の
中は 甘酸っぱい香
りに溢れていました。 
奥には武蔵の座禅
石なる巨石が鎮座
していました。（谷尾崎梅林公園にてN.T） 

2010

歯科医師の倫理綱領 
　われわれ歯科医師は、日頃

より歯科医学および歯科医療

の研鑽を通じて培った知識や

技術をもって、人々の健康の

回復と疾病の予防のために貢

献するものである。 
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2025年の歯科保健医療形態は､ ｢これまでの一般的な歯科疾患の

治療に対するニーズが､ かなり広範囲に減少すると予測される｡ 歯

科における新しい領域の出現がなければ､ 今日の歯科医師数を支え

る有病状況にはおそらく達しないであろう｡｣ と予測されています｡ 一方､ 内閣府の厚生労

働研究 (平成17年) ｢新たな歯科医療需要の予測に関する総合的研究｣ では､ ｢歯科における

新しい領域づくり｣ のヒントとなる､ 今後の歯科医療に求められる重要ポイントが示されて

います｡

★生涯にわたるホームドクターとして､ プライマリケアの担い手になり得るかどうか！

つまり､ 単なる歯科治療だけでなく､ 歯科受診者に対する全身疾患のスクリーニング機能

を歯科が有し得るかどうかという事です｡ 例えば､ 心血管疾患に対してスウェーデンのイエ

テボリ大学から､ 歯科医師が日常臨床の中で心血管イベント発生リスクの高い患者をスクリー

ニングし､ 内科受診を勧めることの有効性が報告されています｡ 心血管疾患と同様に､ 糖尿

病においても歯科医師が歯周病の状態変化によって血糖値の変動を推測し､ 歯科から代謝内

科への受診勧奨を行うというスクリーニング機能を持つことは充分可能です｡

熊本県の平成20年度特定健診結果では､ 内科的な疾患治

療を行っていない64,645人の内､ 糖尿病治療の受診勧奨

レベル(HbA1c6.1以上)が2,797人(4.3%)で､ HbA1c8.0以

上が516人｡ (糖尿病治療中の4,336人の中でHbA1c8.0以

上は476人)

★口腔保健の向上が全身の健康に貢献することができるかどうか！

｢歯の喪失・機能歯数と全身状態やQOLとの関係｣ についてはかなり質の高いエビデン

スが揃い､ 生活を支える医療としての ｢歯科｣ の役割が高まっています｡ また､ ｢歯周病と

全身疾患との関係｣ 等の報告も多数見られるようになってきました｡ 今後､ 口腔と全身の健

康との関係がさらに明確になれば､ 8020運動の推進は国民の健康にとって最も有効な医療政

策だという事が理解されるようになるでしょう｡ さらに､ 様々な全身疾患の予防と重症化対

策の基本指針として､ 歯周病治療が必須項目となる時代が必ず来ると確信しています｡

歯科における新しい領域は､ 20数年前に当時のWHO歯科保健部長だったバームス氏の予

測より遙かに拡大しつつあります｡ 医科・歯科連携にとどまらず､ 歯周病が主役の ｢歯周病

ハイリスク者支援のための地域連携パス｣ の構築さえも､ 夢物語ではありません｡ 今まさに

歯科保健医療は､ 夢を現実のものとするためのデザイン作りの段階に突入しつつあります｡

さあ､ 皆さん一緒に､ Let`s design“歯科における新しい領域”
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２月23日 (火) 午後７時より県歯会館第１会議室において､ 浦田会長ほか全役員､ 代議員会清
村議長､ 増田副議長出席のもと､ 今回もオブザーバーとして立本広報委員長､ 岩本学校歯科委員
長､ 冨屋医療対策委員長､ 永田総務委員長参加のもと､ 議長を浦田会長､ 議事録署名人を竹下理
事､ 牛島理事として第12回理事会が開催された｡
開 会：小島副会長

本日は､ 代議員会へ向けての理事会になり
ます｡ すでにご承知のとおり次期診療報酬に
ついては､ 2.09％増の改定率を確保いたしま
した｡ 歯科は､ 実に32年ぶりに医科よりもアッ
プすることになります｡ 医科からすると羨望
の対象となっているようですが､ なぜ歯科と
医科の改定率が違うのかといいますと､ 診療
報酬には技術料というのがありますが､ それ
が医科は84パーセント､ 歯科は93パーセント
となっているにも係わらず､ 過去の改定では､
技術料を考慮にいれずに評価されていました｡
今回の改定にあたって政府は､ そのあたりも
検討し､ 考慮に入れ､ どの診療科が最も疲弊
しているかを加味した上で､ 医科：歯科の技
術料を１：1.2とし､ このような改定率になっ
たとのことです｡ 改定率の数字だけを見ると､
歯科がかなりアップしているように思われが
ちですが､ 実はこのような経緯があることを
考えれば､ 妥当なものといえます｡
残り任期も１年余りとなりました｡ この間､
会員のために､ 先生方の叡智を結集してしっ
かりと頑張っていきたいと思っておりますの
で､ 引き続きご協力の程､ 宜しくお願い致し
ます｡

報報 告告
総 務：第11回理事会､ 第21・22回常務理

事会､ 第5回選挙管理委員会､ 本
会事業・会計監査､ 九州各県会長
会議､ 九地連協議会､ 第3回県医
療・保健・福祉連携学会第６回企
画実行委員会､ 第10回九州地方社
会保険医療協議会熊本部会､ 大分
県歯科医師会創立百周年記念式典､
第２回県保健医療推進協議会､ 第
10回日歯対外PR小委員会､ 第10
回日歯対内広報小委員会､ 第10回
日歯ホームページ企画小委員会

学 術：健康スポーツ歯科全国指導者講習
会､ 県後発医薬品安心使用及び啓
発に係る研修会

社会保険：各種届出事項説明会､ 保険新規個
別指導､ 福岡県歯社会保険委員会
との合同委員会

地域保健：標準的な歯科健診プログラム・保
健指導マニュアル説明会､ 県健康
づくり推進課との打合せ､ 早産予
防モデル事業人吉地区説明会

厚生管理：日歯歯科医師青色申告会全国連合
会評議員会､ 第２回厚生・管理講

演会
広 報： ｢熊歯会報｣ ２月号・校正､ ３月

号・編集
学校歯科：県歯科衛生士会との懇談会､ 第11

回日学歯理事会､ 日学歯加盟団体
長会､ 県学校保健会第2回総務委
員会並びに企画運営委員会､ 学校
保健推進大会､ 熊本小児保健研究
会､ 県PTA災害見舞金安全会判
定審査委員会､ 県高等学校保健会
第３回理事会

医療対策：県警との協議会､ 医療対策トラブ
ル研修会､ 医療対策委員会講演会

センター・介護：熊本県障がい児 (者) 歯科
保健推進協議会

学 院：学院臨床実習場反省会､ 学院カリ
キュラム検討部会､ 学院戴帽式､
学院学則細則検討部会､ 学院一般
一次・社会人入試､ 学院臨床実習
検討部会

国 保：九歯連役員会､ 九歯連協議会
以上､ １月22日から２月18日までの総務､
各委員会他の動きについて､ 浦田会長及び担
当各役員より報告がなされた｡

報報 告告そそのの２２
１. 関係機関・団体からの役員等の委嘱・推
薦
・ (社) 日本口腔外科学会熊本県支部顧問
浦田 健二 会長 任期：平成21年９月１
日～平成23年８月31日
・国立病院機構熊本医療センター運営委員会
委員
浦田 健二 会長 任期：平成21年４月１
日～平成23年３月31日
・生活保護法による歯科委嘱医 (所管：熊本
県健康福祉部社会福祉課)
西野 隆一 常務理事 任期：平成22年４
月１日～平成23年３月31日

浦田会長あいさつ

残りの任期もしっかりと
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・熊本県生活習慣病検診等管理指導部会委員
／熊本県健康福祉部健康づくり推進課
田上 大輔 理事 任期：平成22年２月25
日～３月31日
２. 後援名義使用依頼
・第28回熊本春節祝賀会／熊本県日中協会
３. 表彰
○熊本県知事表彰
宮坂 圭太 会員 (鹿本郡市)､
小原美奈子 職員
[表彰式：２月24日 (水) 熊本県庁]

○日本学校歯科医会会長表彰
一瀬 英輔 会員 (熊本市)､
野田 和生 会員 (上益城)
[表彰式：３月24日 (水) 日学歯総会]

４. 80才以上の終身会員
(本会会費負担金免除､ 日歯福祉共済負担

金：納付義務終了)
・城井 陽子 会員 (玉名郡市)
・吉井 洋一 会員 (熊本市)
・秋山 恭介 会員 (熊本市)
・鹿井 省文 会員 (菊池郡市)
５. 終身会員 (平成21年度より種別変更)
・鈴木 梓 会員 (熊本市)
・蔵本千恵子 会員 (荒尾市)
・西山 洋一 会員 (下益城郡)
・上田 忠 会員 (八代)
・吉田 皓一 会員 (八代)
６. 医療対策委員欠員に伴う委員の補充
・温 永智 会員 (鹿本郡市)
清水睦博委員の県外転出に伴い退会され､
温会員が委員に就任｡
７. 熊本県民テレビ (KKT) の医療情報配信
熊本県民テレビの社長宛てに､ 医療ナビ
｢Dr. テレビたん｣ における広告について慎
重な取扱いを行っていただくように要望して
いること｡ 全医療機関に23日に熊本県民テレ
ビから基本情報掲載については取りやめるこ
とを通知するとの連絡があった｡
８. ジェネリック医薬品
協会けんぽは､ ジェネリック医薬品の使用
促進を行っており､ 加入している組合員へ､
ジェネリック医薬品に切り替えた場合の自己
負担の軽減額等の情報提供を行うこととして
いる｡ しかしながら､ ジェネリック医薬品は
必ずしも安価というわけではなく､ また安全
性については後発薬品ということで万全とは
いえない部分がある｡ そのため､ これらのこ
とも特記事項として盛り込むように申し入れ
を行っている｡ また､ この協会けんぽによる
組合員への情報提供の内容については､ 各診
療所へ通知することになっている｡
９. 日歯の今後の政策と戦略
｢歯科医療再生のための今後の政策と戦略｣

と題した日歯・大久保満男会長の講演記事が
紹介された｡
10. 医療安全管理対策書
｢医療安全管理対策書｣ が完成した旨の報

告がなされた｡ なお､ 同書は県下の全診療所
へ配布することになっている｡
11. 医療苦情に関する通知書
11月は､ 医療苦情の関する通知を４会員に
送付している旨の報告がなされた｡
12. 選挙管理委員会中間答申書
本日付で選挙管理委員会より中間答申書が
提出された｡ 内容は､ 選挙管理委員会が考え
る現行制度の問題点､ 選挙規則の見直しにつ

いての方向性等となっている｡ また､ 同答申
書は代議員会､ ならびに総会へ協議として提
出する｡
13. 平成22年度点数改定項目抜粋
平成22年度の診療報酬点数の改定項目につ
いて､ 要点を抜粋しての説明がなされた｡
14. 第１回支払基金国保連合会歯科連絡協議
会 (仮称)
社保と国保の審査委員による連絡協議会を
開催する｡ なお､ 継続して開催するかについ
ては､ 第１回協議会において検討することと
している｡
15. 福岡県歯社保委員会との合同協議会
福岡県歯科医師会の社保委員会と､ 九州厚
生局､ 指導､ レセプト審査委員関係等につい
て情報､ 意見交換のための協議会を開催した
旨の報告がなされた｡
16. ３月行事予定
17. 各会計１月末現況
18. その他
①安心・安全歯科医療推進制度
②事業実施報告
・医療対策委員会 ｢熊本県警・医療対策委員
会協議会｣
・学術委員会 ｢歯科医学大会｣
・社保委員会 ｢各種届出事項説明会｣
・社保・学術・医療対策委員会 ｢社保・学術・
医療対策委員会合同研修会｣

協協 議議
１. 平成21年度一般会計・特別会計収入支出
補正予算 (案) (承認)
・平成21年度一般会計収入支出補正予算 (案)
・平成21年度特別会計益事業会計収入支出補
正予算 (案)
原案通り承認した｡
２. 平成22年度一般会計・特別会計収入支出
予算 (案) (承認)
原案通り承認した｡
３. 熊本県歯科医師会会費・負担金減免申請
(承認)
申請について承認し､ 会費並びに負担金を
減免することとした｡
４. 平成21年度通常代議員会・総会の会務報
告 (案) (承認)
原案通り承認した｡
５. 平成21年度通常代議員会日程資料並びに
運営 (承認)
原案通り承認した｡ なお､ 選挙管理委員会
の中間答申書は､ 事前に代議員会資料ととも
に送付することとした｡
６. 平成21年度通常総会日程資料並びに運営
(承認)
原案通り承認した｡
７. 平成21年度通常代議員会事前質問 (承認)
寄せられた事前質問について､ 代議員へ事
前に送付することとした｡ なお､ 現在までに
いただいた質問については､ 事前に送付する
ことを前提に提出期間を設けていたが､ 提出
期限を３月10日 (水) まで延長し､ 代議員会
資料と共に再度質問用紙を送付することとし
た｡
８. その他
監事講評：片山監事､ 遠山監事
閉 会：前野副会長

(広報 加藤 久雄)
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12月13日 (日) 午前10時より県歯会館にて
平成21年度歯科医療安全管理体制推進特別事
業講演会が熊本県庁と熊本県歯科医師会との
医療安全共同事業の一環として開催された｡
来賓として熊本県医療政策倉永保男総室長を
お招きした｡ まず､ 竹下理事より開会の辞が
あり､ 浦田会長､ 倉永総室長より挨拶の後､
前野副会長より医療対策の立場から､ 歯科医
師が関与した刑事事件及び医療安全管理対策
書作成までの経緯について報告があった｡ 平
成19年に起こった誤嚥事故の発生についての
判決までの経緯で､ 今回のケースにおいては
患者が高齢で普段から誤嚥する環境にあり､
この事故が直接的な死亡要因にはならないと
の判決が下ったとした｡ さらに２年前のわい
せつ医師の有罪判決を例に挙げた｡ わいせつ
罪については刑事法の適用になり､ わいせつ
が原因で退職を余儀なくされた場合は民事で
の損害賠償請求の権利が派生してくる｡ ｢院
長としてそのようなことの無いよう一生懸命
働くスタッフを大切にしてほしい｣ と述べら
れた｡ また､ 医療安全管理対策書作成につい
て平成19年の医療法改正により日歯が歯科診
療所における医療安全を確保するために､ ―
医療法改正によって義務付けられた指針・手
順書・計画の編集例について―作成した｡ こ
れをもとに県歯は医療安全管理マニュアル・
改訂版を作成し､ 各歯科医院に医療安全の取
り組みについてのアンケートをとり､ 今後､
歯科医療の安全管理体制確立化のための最新
版対策書を作成中とした｡
続いて医療安全に長く携わっておられる東
京歯科大学 社会歯科学研究室の平田創一郎
講師より講演があった｡ もともと医療安全に
ついて考えられたのは､ 1994年に発生したア
メリカのダナ・ファーバー医療事故にさかの
ぼる｡ 高名な病院で抗がん剤の量を間違え３
名の死者を出した｡ その後の調査でニューヨー
ク､ ユタ､ コロラド州でも医療事故が多発し､
日本では横浜市立大病院において患者取り違
え事故が起こった｡ もともと医療界は非常に
レベルの高いプロフェッショナルの集団でミ
スは起こさないのが当たり前､ ミスはありえ
ないという自負から事故が発生する｡ 医療機

関で医療事故が
起こっているの
は現実で､ さら
に増えている｡
さらに水面下で
起こっている医
療事故､ ヒヤリ
ハットの事例の
数の把握は出来
ず､ 今後どのよ
うにして把握し
ていくかが課題
としている｡
医療安全を語る上でハインリッヒの法則が重
要となるが､ アクシデント・重大インシデン
ト・ヒヤリハットなどの線引きが難しく医療
安全管理者や医療安全管理委員会が判断する｡
インシデントに関しては､ 予定していた事
象と異なる事象全てをインシデントと考え､
当事者の主観を排除する｡ また､ 医療安全に
関するマニュアルを作成する際､ 各医院にあっ
た使えるものを準備すること｡ また､ 質問で
も出たが､ 職員研修に関しては､ 研修項目・
開催もしくは受講日時・出席者の記録が義務
付けされており､ 講師は院長でもスタッフで
も差し支えないとした｡ 大切なことは､ 医療
安全の管理を続けることが最も重要であると
述べられた｡
最後に､ 渡辺専務理事が ｢医療安全につい
てわかりやすく､ またその実践を教えていた
だきました｡ 今日は中島学園の学生さんも多
数受講され医療安全について学ばれたことは
大きく､ ぜひ将来役立てて欲しい｣ と挨拶し
た｡
医療従事者として普段行っている医業を確
実・安全に施行していく上で医療安全は不可
欠で患者を守るのみならず自分たちを守るも
のと確信した｡ ミスを犯した後改善するので
はなく､ いかにミスをしないかその過程を考
えておくこと､ またいろいろな角度からのチェッ
クを行うことが大切であると再度認識した｡
今後も医療安全に関する講演会を定期的に開
催することは重要であると思う｡

(厚生・管理 有働 秀一)

������������ ―歯科医療安全管理体制推進特別事業講演会―

各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院ににににににににににににににににににににににににああああああああああああああああああああああああっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっったたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたママママママママママママママママママママママママニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成をををををををををををををををををををををををを����
いかにミスをしないかが重要
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12月23日午後１時より､ 県歯会館４階ホー
ルにて約200名の会員の参加を得て､ ３委員
会合同の研修会が行われた｡
前野副会長の開会の辞の後､ 浦田会長の挨
拶､ 社保委員会反後副委員長の日程説明が行
われ､ 研修会が開始された｡
１. 今回の三委員会合同研修会開催の趣旨

(医療対策委員会委員長：冨屋)
行政の個別指導の対象となる歯科医院の選
定基準はいくつか存在するが､ ｢高点数歯科
医院｣ はその基準の中の１つにすぎない｡ 患
者が我々医療対策委員会に苦情を言ってくる
ケースは､ 会員にとって実は好運な事である｡
患者が診療中に感じた不快感､ あるいはその
周辺の事項に関した不都合を､ 我々県歯科医
師会医療対策委員会へ持ち込んでくれたとい
うことは､ 当該歯科医院に改善の機会が与え
られたということである｡ 医療対策委員会は
事例について是は是､ 非は非として会員に対
処することを基本的な姿勢としている｡
平成21年５月21日以降､ 法改正により検察
審査会のシステムが改められることになり､
患者からの訴えが歯科医師の起訴､ 裁判へと
繋がるケースが格段に増えてくる可能性があ
り､ 我々はこれからの防衛手段として患者と
の医事紛争にうまく対処することではなく､
患者との間の医事紛争を極力なくす事に重点
を置くべきであると考える｡
我々医療対策委員会は､ 我々のところに挙
がってくる事例についてうまく解決する努力
を社保・学術委員会とともに行っていく為､
今回３委員会合同研修会を企画した｡

２. 自費診療に関わる事例について医療対策・
社保委員会の見地から分析・検討
具体的に４例の事例を提示し､ 医療対策委
員会から永松委員が解説を行い､ 事例ごとに
社保委員会田中委員長が社保の立場から分析・
検討を行った｡
今回は ｢インプラント｣ に焦点を絞り､ 歯
科医師のあるべき立場について医療法に触れ
ながら､ インフォームド・コンセントなどに
ついても会員に対し啓発を行ってみた｡
３. 社保がらみの事例についての分析・検討
寄せられた事例の中で､ 社保関係の請求等
に関する事例について､ 医療対策委員会の立
場から大川委員が解説し､ 社保委員会の立場
から反後副委員長から分析・検討を行った｡
日常臨床に頻繁に存在する事例から､ 特殊で
あると思われる事例までバラエティーに富ん
だ事例解説が行われた｡ 大川委員のユーモア
あふれる解説も見物であった｡
４. 学術委員会による ｢歯周外科｣ ｢有床義
歯における特殊印象｣
ここでは､ 学術委員会の牛島理事と社保委
員会の清水副委員長が以下の講演を行った｡
まず社会保険委員会の清水副委員長より､ 歯
周治療､ 特にSPTに関する社保説明が行われ､
それに関連して学術委員会の椿委員より歯周
外科手術の歯周ポケット掻爬術とENAPに関
して､ 術式および適応についての説明があっ
た｡ 続いて特殊印象について再び清水副委員
長より社保説明が行われ､ それに関して牛島
学術担当理事から､ 咬座印象､ フレンジテク
ニック､ マイオモニターによる印象の解説が
あった｡
総括
我々各委員会は､ 会員の地位保全を第一に
考えているが､ その具現化については委員会
の努力はもちろんであるが､ 会員個々の協力
が不可欠であるとの自覚が必要である｡ 県歯
執行部を始め､ 我々すべての委員会並びに県
歯事務局職員は､ 会員の毎日の臨床がスムー
ズに支障なく行われていく事を唯一の目的と
して､ 日々活動をしている｡ 我々は同一の目
的をもった仲間であることを確認したいもの
である｡ (医療対策 冨屋 栄祐)

������������ 苦苦苦苦苦苦苦苦苦苦苦苦苦苦苦苦苦苦苦苦苦苦苦苦情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかからららららららららららららららららららららららら医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院のののののののののののののののののののののののの改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善をををををををををををををををををををををををを

―社会保険・学術・医療対策合同研修会―�� �����������

自費診療に関する説明をする永松委員

��
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｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢ああああああああああああああああああああああああななななななななななななななななななななななななたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたのののののののののののののののののののののののの子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供はははははははははははははははははははははははは大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大丈丈丈丈丈丈丈丈丈丈丈丈丈丈丈丈丈丈丈丈丈丈丈丈夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣

―学校歯科保健推進大会―����� ��
２月６日 (土) 県歯会館４階ホールにて､
｢知的障害児の通園施設における食支援の実
際｣ の演題で､ うめだ・あけぼの学園の高倉
めぐみ言語聴覚士と､ ｢あなたの子供は大丈
夫？｣ の演題で､ 玉名市開業の浦田章子氏の
お二人をお招きして､ 学校歯科保健推進大会
が開催された｡ 当日は､ 歯科医師の参加が少
なく思われたが､ 衛生士､ 介護関係の方達､
養護教諭などの学校歯科関係者が集まり､ 総
勢105名で行われた｡
渡辺専務理事の挨拶の後､ 高倉めぐみ氏が
スライドとビデオを使って､ 知的障害児への
食事養育について話された｡ 知的障害児の食
事の問題として､ 小食・過食､ 偏食によるや
せすぎや肥満､ 異食､ マナー (着席や社会性
など)､ 自食､ 姿勢､ 食事を提供する保護者
のストレスなどがあげられるが､ ひとりひと
り摂食機能がそれぞれ違うため､ 食事担当ス
タッフだけでなく給食を作る人や職員､ 医師､
家族を含めてチームとしてもアプローチが求

められるとのこと､ ビデオの
中で子供達に食べ物に興味を
持たせるために､ 葉のついた
人参にふれさせ､ むしらせ､
五感をフルに使わせて行う食
事指導やおかわりを口でいえ
ない子のために､ 給食場面要

求ミニチュアやカードを使った食事支援が印
象的だった｡
第二部では､ ｢あなたの子供は大丈夫？｣
という演題で､ 浦田章子氏が外来にいらした
最近の子供達に感じる､ なぜ？を話された｡
いすに座ったときに足を開き､ 腰が曲がった
姿勢の女の子の話しや ｢早寝早起き・朝ごは

ん｣ や睡眠とホルモンのお話
しなど､ 子供をもつ親として
考えさせる話しであった｡ 特
に ｢子供とマスメディア｣ の
問題に対する提言では､ テレ
ビ､ ビデオ､ テレビゲーム､
携帯用ゲーム､ インターネッ

ト､ 携帯電話などのメディアが子供達の発達
に悪影響を与えるということを､ 最近の脳科
学で使われるトポグラフィにより証明された
ことなどは､ なにげなく見ているテレビなど
について､ 反省させられる思いだった｡
今回の講演は二つとも直接歯科とかかわり
があるわけではないが､ 食育のいろいろな意
味での考え方を教えられる話しであった｡

(学校歯科 山口 一彦)

学校歯科委員会HP更新

学校歯科委員会ホームページ新しくしました!!
健診､ 講話などにお役立て下さい｡
～ブログも併設
～地域歯科保健の部屋もあります
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２月11日 (木) 午後１時より県歯会館の４

階ホールにおいて医療対策委員会講演会が開

催された｡ 東京から木ノ元総合法律事務所の

木ノ元直樹弁護士をお招きして ｢インプラン

ト関連の医事紛争について・窓口未収金にか

かわる問題｣ という演題でご講演頂いた｡

｢インプラント関連の医事紛争について｣ は､

｢人間社会である以上､ 紛争は不可避的に発

生し､ 医事紛争は､ 医療崩壊を助長する為､

紛争予防と紛争解決は極めて重要である｡ 医

事紛争防止策に特効薬はなく､ テクニカルエ

ラー､ コミュニケーションエラー防止に努め

る｡ 怠ると医療裁判の発生要素となる｡ 今後

の課題は､ 診断・治療の各能力の研鑽により

テクニカルエラーの防止､ 説明義務を尽くす

ことによりコミュニケーションエラーの防止､

エラー発生後のフォローアップ力､ 事故後対

応のシステム化など努力が必要である｡｣ と

述べられた｡ そして､ インプラントの裁判例

を３例提示し説明され､ インプラント紛争対

策として防止策・対応策をまた､ 歯科医療で

は精神障害に関係したクレーマーやドクター

ショッパーが比較的多く審美歯科の領域や咬

合不全､ 顎関節症を訴える患者に多く特に注

意すべき点であると述べられた｡ 次に ｢未収

金問題｣ は､ ４病院団体協議会の調査による

累積未収金１年累計総額が136.1億円・１施

設当り平均548.2万円 (Ｈ20／４～Ｈ21／３

の１年間・加入5529施設の内48.7％の回答か

ら) と莫大な未収金が未解決のままで検討会

でも根本的解決策は示されてない｡ 応召義務

(医師法19条) に関わる基本的議論も棚上げ

状態であると述べられた｡ 講演後､ 質問が相

次ぎ活発な質疑応答であった｡ この講演会の

前に岡田副委員長が今年に入っての事例を報

告した｡ 例年にないペースで医療相談・苦情

が寄せられている為､ 緊急報告であった｡

(医療対策 永松 聖隆)

������������ ―インプラント関連の医事紛争―
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た｡ 今回は馬肉料理店ということで､ すき焼
きコースとしゃぶしゃぶコースに分かれ､ い
つもの会席料理とまた違ったお肉中心の料理
を堪能しながら､ お酒も飲みながら､ 今年一
年の反省や楽しかったことや自分たちの家族
のことや趣味のことなど会員同士語らい大い
に盛り上がった忘年会となった｡ 今年一年の
締めくくり､ そして来年の会員皆様の健康と
御多幸を願って勇監事の一本締めでお開きと
なった｡ (青山 泰子)

12月11日 (金) 午後７時
30分より宇土市内馬肉料理
店 ｢山桜花｣ において､ 宇
土郡市歯科医師会忘年会が
開催された｡ 開催に先立ち､
中村会長より ｢この４月か
ら会長をやってきて数ヶ月

が経ちました｡ まだ不慣れな点があるかと思
いますが意見や要望などありましたら今日は
宴会の席ですので気軽に聞いて下さい｡ 来年
も会員一丸となって郡市会､ 歯科界を盛り上
げていきましょう｡｣ と挨拶があり､ 次に森
義和専務理事より新入会員の前田貴代江会員
の紹介があり､ 前田会員より入会の挨拶があっ
た｡ 今回の入会で６人目の女性会員となり大
変喜ばしいことだと会員一同から歓迎の拍手
があった｡ また､ 勇県歯社保担当理事よりＰ
管理やレセプトオンライン化などについての
説明があった｡
後半は宴の席へと移動して忘年会が始まっ

宇土

６人目の女性会員が入会

―新年会―

池田､ 船田各県議には各々県政の立場から天
草地域の活性化や医療費削減の為にも歯科の
充実は大切であるとの言葉を頂いた｡
歯科医師にもワーキング・プアが語られる
この景気低迷の現在､ さらに少子高齢化では
その先頭を走るような先の見えない地方の郡
市部においてこそ改革は求められており､ 我々
はWe can changeの心意気で診療を行なわ
なければならない｡
新年会の最後は変革を予感させるような山
本副会長の意表をつくような斬新な閉会の言
葉で御開きとなった｡

(内崎 祐一)

１月９日 (土) 午後５時
より天草シーサイドホテル

において､ 平成22年天草郡市歯科医師会新年
会が行われた｡ 今年も政界より園田衆院議員､
安田天草市長､ 天草選出の西岡・池田・船田
３名の県会議員､ 三師会より酒井天草医師会
長､ 田中薬剤師会長の来賓をお招きし例年通
り豪華な顔ぶれとなった｡
まず年頭の挨拶に久々山会長が､ 昨年の衆
院総選挙後の政権交代､ その後の歯科医師会
を取り巻くさまざまな変化､ そしてその対応
について県歯科医師連盟長の立場を踏まえて
いろいろな説明があった｡
政権交代ではいろいろな混乱が生じてはい
るが､ 様々な事柄チェンジ (変革) も進めら
れているようである｡ 園田衆院議員は挨拶の
中で､ 自民党は昨年の選挙惨敗で政権を失っ
たがさまざまな党改革をもって今年の参院選
挙に臨み､ 党勢の挽回をはかる旨のことを言
及されておられた｡ 安田天草市長は､ ｢天草
市も不景気の嵐の中にあり､ 国保の財政も大
変厳しい状況であり､ これからの医療改革が
どうなるのか心配である｣ と語られ､ 西岡､

天草
��������������

来賓が多く盛会となった
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がら歓談が続いた｡ 世間では不景気な話が多
く､ なにかと元気のない感じがするが､ 皆非
常に元気であった｡ 歯科では今年の改定でプ
ラスとなるので､ 鹿本郡市歯科医師会から元
気を出して､ 地域の活性化につなげていけた
らと思う｡

(橋本 英樹)

1月９日 (土) 午後６時
より､ 山鹿市の寿三ホテル
において今年も新年会が催
された｡
それに先立ち午後４時よ

り例会が行われ､ 県歯科医
師会より浦田会長と前田理事にも参加して頂
いた｡ 浦田会長からは､ 歯科界の現状とそれ
に対しての県歯および日歯の活動についての
話があった｡ また､ 前田理事からは保険請求
について､ 保険請求の勘どころについての説
明をしていただいた｡ 御二方の話とも､ 非常
に有意義でためになる話であった｡
新年会においては､ 中嶋山鹿市長をはじめ､
地元選出の国会議員の方々や､ 三師会の会長
の方々などの来賓を迎えて賑やかに行われた｡
原賀会長の挨拶に始まり､ 諸先生方からご挨
拶を頂戴し､ 三村会員の乾杯の音頭で宴会が
始まった｡ 各所で挨拶とお酒を酌み交わしな

鹿本

たくさんの来賓を迎えて賑やかに

― 新年会､ 宇治信孝会員文部科学大臣表彰祝賀会 ―
療報酬の２パ
ーセント以上
のアップが決
まっているこ
ともあり､ ま
だまだ厳しい
歯科界ではあ
るが､ 例年よ
りは､ なんと
なく和やかな
雰囲気の中で
おいしいお酒
を酌み交わし
ていたようだ｡
楽しい時間は
あっという間でまだまだ話は尽きないと､ み
んな二次会へ消えていった｡

(乕谷 真)

２月６日､ 阿蘇プラザホ
テルに於いて新年会および

宇治信孝会員の文部科学大臣表彰祝賀会が行
われた｡
会に先立ち､ 新生会員より南阿蘇村むし歯
予防事業の阿蘇郡市への事業拡大化の説明､
続いて浦田県歯会長より今回診療報酬改正に
ついての詳しい内容をお話頂いた｡
次に､ 長年にわたり学校歯科医として貢献
されたことが認められ今回文部科学大臣表彰
を受けられた宇治信孝会員に記念品が贈呈さ
れた｡ 昨年体調を崩されましたが､ かなり回
復されて久しぶりにお元気な姿を見る事がで
きた｡
続いて新年会に入り田代会長の挨拶の後､
来賓の医師会古閑副会長､ 薬剤師会中村会長､
浦田県歯会長にお言葉を頂戴し小島県歯副会
長の乾杯のご発声で宴が始まった｡ 今年は診

阿蘇
����������

喜びのあいさつをされる宇治会員
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会員が豪華景品を手にした｡ 今年は､ 各会員
の奥様も出席で､ 奥様によるくじ引きをして
先着14名に景品があたった｡ 中でも印象的だっ
たのは､ 武末和貴会員の奥様が､ 狙ってご主
人が景品を当てた時､ 夫婦で熱い抱擁をされ､
奥様のパワーに周りの会員達はびっくりして
拍手を贈っていた｡ 閉会は與田会員により楽
しくとりおこなわれ､ 新年会は幕をとじた｡
今年は歯科界にとって良い年になりますよう
に｡

(瀬戸 雄行)

１月15日 (金) 19時､ 市
内アンジェリーク平安にて､
人吉市歯科医師会新年会が
開催された｡ １月の例会終
了後､ 今藤会長の年始の挨
拶後､ 今藤会長より前会長
の熊埜御堂会員に感謝状が

渡された｡ 次に､ 那須会員､ 武末憲一会員の
喜寿のお祝いがとりおこなわれた｡ 那須会員
は､ みんなと和気あいあいとしてこれたのが
よかったこと､ 武末憲一会員からは､ 流暢な

ハングル語に
よるお礼の言
葉があった｡
入江会員の乾
杯の挨拶後に
会食が始まっ
た｡ 恒例のビ
ンゴゲームは､
那須､ 今藤､
中原､ 與田､
竹田の５名の

人吉

ビンゴゲームも盛りあがり

―新年会―

和気藹々と歓談が続いた｡ 料理のしめに永田
英樹会員がだしの効いたスープで､ 雑炊を手
際よく手慣れた様子で作り､ みんなに振舞っ
た｡ とても美味しいと好評で最後の一粒まで
平らげてしまった｡
いつもの事だが歯科医師会の新年会と言う
より気心知れた仲間の飲み会の様で､ 時間の
経つのも忘れる程であった｡
最後に今年一年間の皆様の健康とご多幸を
願い､ 伊藤延隆会員の一本締めでお開きとなっ
た｡ (鬼塚 友文)

１月15日 (金) 午後７時
より､ 水俣芦北郡市歯科医

師会新年会が水俣の居酒屋 ｢庵茶屋｣ で開催
された｡
当日は一昨日の大雪で日陰にはまだ雪の残
るとても寒い中､ 会員と家族で16名の出席が
あった｡
まず､ 若江秀敏会長が挨拶で､ ｢昨年は衆
議院総選挙の結果､ 政権交代による新政府の
誕生､ 新型インフルエンザの流行､ 長引く景
気低迷と何かと不安を感じる一年でした｡ 今
年は平成22年度の診療報酬改定率が2.09％の
プラス改定で決着し､ 明るい兆しも見えて来
ており､ 皆様の意見を参考にしてより良い希
望に満ちた歯科医師会にして行きたい｡ 安心・
安全歯科医療推進制度を皆さんクリアするよ
うに頑張りましょう｡｣ と述べられた｡
続いて若江映晃会員の乾杯のご発声で祝宴
が始まった｡
温かい美味しい鍋を囲み､ だんだんと酒の
量が増えるにつれ政治家になったり､ 病人に
なったり､ 今年の抱負を語ったりと楽しく､

水俣･芦北
��������

満腹の後みんなで１枚

熊埜御堂前会長に感謝状が渡された
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というメッセージがこめられていた｡
セレモニーの終了後､ 北野正民会員のウィッ
トの利いた乾杯の音頭を合図に酒宴がスター
トした｡ 鳳花の美味しい中華料理を囲みなが
ら､ ビール､ 紹興酒など酒の種類､ 消費量が
増加するに従って､ 会場内は盛会となり会員
間の親睦を深め､ 本年も会員一丸となって困
難を乗り越える荒尾市歯科医師会の絶好の景
気付けとなった｡
最後は山本副会長の万歳三唱にてお開きの
時間を迎えた｡ 尚今日の支払いが例年になく
高額であった事は､ 言うまでもない｡

(馬場 一英)

１月15日 (金) 午後７時
30分より､ 大牟田市のガー
デンホテル内､ 鳳花におい
て､ 平成22年新年会が開催
された｡ 開会にあたって､
福嶋修治会長より挨拶があ
り､ 昨年はリーマンショッ

クに端を発する世界的不況や､ 新型インフル
エンザパンデミック等､ 暗い話題ばかりに取
り巻かれた状況で､ 政権交代は､ 果たされた
ものの､ 我々歯科業界にとっては対応に迷う
状態で明るい兆しは遠いようだが､ 年が新し
くなったことで暗雲を払拭し､ 会員全員にとっ
て新年が素晴らしいものとなることを願うと
述べた｡ 新年会は筆者の厄晴れ祝いも兼ねて
おり､ 昨年６月の厄入りから約半年間会員全
員で筆者の厄を分担していただいたことに謝
辞を述べた｡ 続いて70歳以上の会員に給付さ
れる養老金の授与式が行われ､ 坂田光輝会員
と､ 蔵本千恵子会員に福嶋会長より目録が贈
呈された｡ ２会員の挨拶には ｢健康であるこ
との尊さ､ いかなる状況にあろうとも体が原
資である私たちにとって､ 健康であることが
いかにかけがえのないものであることか｣､

荒尾

美味しい中華料理を囲みながら

―新年会―

ゴ大会では､ 多くの方に素敵な景品が当たり､
当選された方のうれしそうな笑顔がより一層､
華やいだ宴会になった｡ 100年に１度とも言
われる現在の不景気もこの笑顔で明るく､ 楽
しく乗り切って行きたいと願うばかりだ｡

(神崎 昌二)

１月22日 (金) 午後６時
30分より司ロイヤルホテル

にて玉名郡市歯科医師会の新年会が行われた｡
浦田県歯会長､ 渡辺県歯専務理事､ 松野信夫
参議院議員､ 高嵜哲哉玉名市長を始めとして､
多くの来賓の方々をお招きしての盛大な新年
会となり､ 玉名郡市医師会田尻守正会長の乾
杯の音頭で､ 祝宴が始まった｡
歯科医療業界にとって朗報である保険点数
のプラス改正の話を松野議員より頂き､ 会場
がより明るい雰囲気に包まれた｡ しかし､ 先
達てのインプラント疑惑の直後ということも
あり､ 日頃の診療に対して更に気を引き締め
て行かなければと言う思いも強く感じた｡ 来
賓の方々と会員各位との懇親を深めることが
でき､ 大変有意義な時間が過ごせた｡ 宴もた
けなわ､ 新年会の後半のお楽しみであるビン

玉名

盛大な新年会であった

������
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今回は会員と御婦人方御子息も参加する形と
した｡ 全員が楽しめる企画も用意したので更
に楽しい新年会としたい｡｣ と述べられた｡
その後数人のゲストの挨拶があり､ 次に昨
年11月高知県で開催された第30回歯科保健大
会での中原孝典会員の日本歯科医師会会長表
彰受賞を記念して､ 記念品の贈呈が行なわれ
た｡
その後歓談に移り､ 新年の挨拶や近況に話
の花が咲いたが､ 宴も半ばにさしかかった頃､
本日の趣向ビンゴゲームが始まった｡ ゲスト
を除く全員が参加したが､ リーチ！ビンゴ!!
と会場が沸き､ 子供達はもとより全員がゲー
ムを堪能していた｡
結果は運良く？御婦人方御子息方の当選が
相次ぎ､ 事前に担当の会員が用意した巧みな
商品の選定も効を奏し､ 会場に笑顔と歓声が
溢れた｡
最後は梁副会長の閉会の辞にて盛会のうち
に終了した｡ (高野 秀司)

１月30日午後７時より人
吉市あゆの里にて球磨郡歯
科医師会新年会が開催され
た｡
山村専務理事の司会のも

と秋山喬会長の挨拶から始
まった｡ 秋山会長は､ ｢例

年新年会を１月の最後の日に開催しているが､

球磨

歯科医師国保組合の保険料については､ 国保だより・熊歯会報・その他発送物等で何度もお知らせ
しておりますが､ 再度お知らせいたしますので､ ご確認ください｡
保険料の一部である後期高齢者支援金は､ 高齢者医療を支えるために法律で定められているもので
あり､ 全ての被保険者に納付の義務があります (他の保険者でも賦課されているものです)｡ また､
その額は過去の医療費の実績に応じて変動します｡

※介護分保険料は､ 40歳以上65歳未満の全ての被保険者､
後期高齢者支援金分は､ ０歳から74歳の全ての被保険者に負
担いただく保険料です｡

月 額
内 訳

(医療給付分＋後期高齢者支援金分＋介護分)

甲種組合員
介護保険料あり ������ 16,000+�����+2,500
介護保険料なし ������ 16,000+�����

乙種組合員
介護保険料あり ������ 7,000+�����+2,500
介護保険料なし ����� 7,000+�����

勤 務 医
介護保険料あり ������ 9,500+�����+2,500
介護保険料なし ������ 9,500+�����

甲乙種家族
介護保険料あり ����� 4,000+�����+2,500
介護保険料なし ����� 4,000+�����

御婦人方､ 御子息方も参加���� ����������
[保険料の月額と内訳]
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○所在地 〒860-0830

熊本市新市街10-7 IK BLD 2Ｆ�096-354-0201
営業時間
ランチ12：00－15：00 (OS14：00)
ディナー18：00－23：00 (OS22：00)
[日・祝日は22：00 close]

フランス ロワール地方､ プロヴァンス
地方､ 福岡にて研鑽を積み､ 2008年４月に
シャワー通りベスト電器の隣のビル２Ｆに

オープンした������を御紹介致します｡
20代後半～60代のグルメ嗜好の方が中心
で､ 約７割が女性の方です｡
白壁とかりんの床材と自然素材を使用し
たインテリアでシンプルで落ち着いた雰囲
気のお店です｡
・ランチコース…

(1580円 1780円 2860円 3880円)
・ディナーコース…

(2800円 3990円 5770円 8000円)
・パーティープラン (４名様より)

4,000コース(90分 フリードリンク付)
5,000コース( 〃 )

����������������
2F
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謹んでご冥福をお祈り申し上げます｡

法 道昭 先生
平成22年２月15日 ご逝去 81歳�郡 市 名：鹿本郡市�入会年月日：昭和27年４月25日



H.22.3

牛島理事 

八木理事、永田委員長他全委員 

浦田会長 

浦田会長、小島副会長、澤田事務局長 

浦田会長 

浦田会長 

西野常務理事 

中嶋副会長 

田上理事 

浦田会長他田上理事を除く全役員、添島・
田中・川瀬・池嶋委員長 

浦田会長 

浦田会長 

前野副会長、片山理事他2委員 

宮坂常務理事、田上・松岡理事、川瀬委員
長他3委員 

前野副会長、犬束委員 

宮坂常務理事 

浦田会長 

浦田会長、渡辺専務理事 

出席 

第3回県医療・保健・福祉連携学会第6回企画実行委員会 

総務委員会（1）選挙規則改定　（2）ガイドブック　（3）九地連協議会 

民主党県連新春賀詞交歓会（ホテルニューオータニ） 

熊本市歯会新年懇親パーティー（ニュースカイホテル） 

故春野惟尚会員（玉名郡市）告別式弔辞奉呈（玉名市） 

国保診療報酬審査委員会新年会（熊本市） 

予算打合せ　H22年度特別会計予算打合せ 

第10回九州地方社会保険医療協議会熊本部会（熊本市国際交流会館） 

第2回県糖尿病対策推進会議 

第11回理事会 
（1）新入会員の承認　（2）平成21年度通常代議員会・総会の会務報告書 
（3）平成21年度通常代議員会・総会の議事追加　ほか 

第9回日歯広報正副委員長及び小委員長打合会（日歯会館） 

第699回支払基金幹事会（支払基金） 

歯科医療安全管理体制推進特別事業小委員会　（1）医療安全管理対策書作成 

8020支援事業ガイドブック製作委員会 
（1）8020支援事業・県民行動指針普及ガイドブック　（2）同リーフレット 

警察歯科医会打合せ　警察歯科医会報告書作成 

8020支援事業ガイドブック小委員会　（1）8020支援事業・県民行動指針普及ガイドブック・業者打合せ 

大分県歯科医師会創立100周年記念式典・記念講演・祝賀会（大分東洋ホテル） 

玉名郡市歯会新年会（司ロイヤルホテル） 

摘要 

23日 

25日 

26日 

27日 

28日 

29日 

30日 

１月22日 

日付 

総務 

所管 

会 務 報 告 自　平成22年１月22日 至　平成22年２月18日 

2月 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 
金 

土 

日 

月 

火 

水 

金 

月 

火 
水 

木 

金 

土 

日 

月 
13：00
13：00
14：00
14：30
20：00
12：00
16：30
17：00
13：20
19：30
19：00
13：00
15：00
13：00
19：30
13：00
14：30
10：00
18：00
19：00
17：30
19：00
18：00
19：00
19：30
18：30
19：30
19：00
16：30
13：00
16：00
13：30
14：00
15：00
18：30
13：00
17：00

19：00

2月3日 

2月4日 

2月5日 

2月6日 

2月7日 

2月8日 

2月9日 

2月10日 

2月11日 
2月12日 

2月13日 

2月14日 

2月15日 

2月16日 

2月17日 

2月19日 

2月22日 

2月23日 
2月24日 

2月25日 

2月26日 

2月27日 

2月28日 

2月1日 
第10回日歯対外PR小委員会 
日学歯加盟団体長会 
県学校保健会第2回総務委員会並びに企画運営委員会 
第2回県保健医療推進協議会 
熊本市歯会北部第2支部新年会 
松野頼久衆議院議員・新春の集い 
阿蘇郡市歯会新年会 
野田毅衆議院議員・新春の集い 
自民党県連三役・松村祥史参議院議員との面談 
第5回選挙管理委員会 
学院入試委員会 
第10回日歯ホームページ企画小委員会 
第10回日歯対内広報小委員会 
医療対策委員会講演会 
本会事業・会計監査 
九州各県会長会議 
九地連協議会 
第2回厚生・管理講演会 
高橋日歯連盟常任幹事との懇談会 
坂本哲志衆議院議員・2010新春の集い 
全国健康保険協会熊本支部長との面談 
第22回常務理事会 
国保組合監査 
第8回国保理事会 
タウンミーティング（玉名郡市） 
県医療・保健・福祉団体協議会第2回理事会 
第7回連盟幹事会 
第12回理事会 
第700回支払基金幹事会 
第13回日歯理事会 
中規模県歯科医師会連合会会議 
第14回日歯臨時理事会 
第109回都道府県会長会議 
第2回21世紀プロジェクト・ワーキンググループ会合 
GC友の会共催学術講演会講師との懇談会 
「なくそう へらそう 歯周病」シンポジウム 
第10回日歯広報正副委員長及び小委員長打合会 

第21回常務理事会 
日歯会館 
日歯会館 
県庁 
県庁 
熊本市 
ホテル日航 
阿蘇プラザホテル 
ニュースカイホテル 
県歯会館 
県歯会館 
県歯会館 
日歯会館 
日歯会館 
県歯会館 
県歯会館 
ホテル日航熊本 
ホテル日航熊本 
県歯会館 
熊本市 
ホテル日航 
県歯会館 
県歯会館 
県歯会館 
県歯会館 
玉名文化センター 
県医師会館 
県歯会館 
県歯会館 
支払基金 
日歯会館 
アルカディア市ヶ谷 
日歯会館 
日歯会館 
県歯会館 
熊本市 
東京・品川 
東京・品川 

県歯会館 
曜日 時間 日付 行事内容内部 場所 
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H.22.3

小島副会長、渡辺専務理事他8委員 

浦田会長他常務理事以上全役員、大林・
加藤・八木・竹下理事 

浦田会長 

西野常務理事、竹下理事他2委員 

浦田会長 

前野副会長、片山理事他2委員 

遠山・片山監事 

浦田会長 

浦田会長他 

浦田会長、小島副会長 

第1回21世紀プロジェクト・ワーキンググループ会合 

第21回常務理事会（1）平成21年度一般会計・特別会計収入支出補正予算（案） 
　　　　　　　　（2）平成22年度一般会計・特別会計収入支出予算（案） 
　　　　　　　　（3）熊本県歯科医師会会費・負担金減免申請　ほか 

第10回日歯対外PR小委員会（日歯会館） 

歯科医療安全管理体制推進特別事業小委員会 

（1）アンケート用紙（2）ポスター作成（3）修了証 ほか 

第2回県保健医療推進協議会（県庁） 

歯科医療安全管理体制推進特別事業小委員会　（1）医療安全管理対策書作成 

月次監査　1月末監査 

熊本市歯会北部第2支部新年会（熊本市） 

松野頼久衆議院議員・新春の集い（ホテル日航） 

阿蘇郡市歯会新年会（阿蘇プラザホテル） 

30日 

2月1日 

3日 

4日 

5日 

6日 

福田委員長他全委員、浦田会長、小島副
会長、渡辺専務理事、八木理事 

浦田会長 

中嶋副会長 

浦田会長 

浦田会長 

小島・前野副会長 

浦田会長、渡辺専務理事、西野常務理事、

遠山・片山監事 

浦田会長、澤田事務局長 

浦田会長他伊藤常務理事を除く全役員、

澤田事務局長 

澤田事務局長 

浦田会長 

浦田会長 

浦田会長他常務理事以上全役員、前田・

田上・松岡・八木理事 

澤田事務局長、中嶋管理人 

片山監事 

井上副委員長他2委員 

堀川委員 

中嶋副会長、勇・前田理事、田中委員長他

7委員 

浦田会長、中嶋副会長、渡辺専務理事、勇・

前田理事、田中委員長他7委員 

田中委員長、橋本・工藤委員 

中嶋副会長、前田理事、田中委員長他7委

員 

勇理事 

中嶋副会長、勇・前田理事 

田中委員長他3委員 

田上理事 

宮坂常務理事、田上理事、川瀬委員長 

田上理事、川瀬委員長他全委員 

宮坂常務理事 

川瀬委員長 

秋山清、高木雅子会員 

浦田会長 

出席 

第5回選挙管理委員会 

自民党県連三役・松村祥史参議院議員との面談 

県社会福祉審議会（県庁） 

第10回日歯ホームページ企画小委員会（日歯会館） 

第10回日歯対内広報小委員会（日歯会館） 

幸山政史熊本市長新春の集い（KKRホテル） 

本会事業・会計監査　平成22年1月末までの現況監査 

九州各県会長会議（ホテル日航熊本） 

九地連協議会（ホテル日航熊本） 

九州各県事務局長会（アークホテル熊本） 

坂本哲志衆議院議員・2010新春の集い（ホテル日航） 

全国健康保険協会熊本支部長との面談 

第22回常務理事会 
（1）平成21年度通常代議員会・総会の会務報告（案）（2）平成21年度通常代議員会日程資料並び
に運営（3）平成21年度通常総会日程資料並びに運営 

会館消防設備点検 

健康スポーツ歯科全国指導者講習会（日歯会館） 

学術小委員会　（1）CT撮影依頼書の原案 

県後発医薬品安心使用及び啓発に係る研修会（県薬剤師会館） 

各種届出事項説明会　参加者数：100名 

日歯レセコン説明会　参加者数：141名 
〔講師〕日歯常務理事　稲垣明弘　氏 

保険新規個別指導（熊本テルサ） 

社会保険委員会 
（1）会員向け発行物　（2）個別指導立会い　（3）個別相談会　ほか 

日大歯学部同窓会県支部社保研修会並びに新年会（熊本市） 

福岡県歯会社保委員会との合同協議会（福岡県歯会館） 

社会保険個別相談会　（1）相談者：2名 

標準的な歯科健診プログラム・保健指導マニュアル説明会（日歯会館） 

県健康づくり推進課との打合せ　（1）早産予防モデル事業 

地域保健委員会　（1）いきいき通信　（2）8020支援事業　（3）各郡市地域保健担当者会議 

鹿本地域フッ化物洗口事業関係者研修会（山鹿市健康福祉センター） 

早産予防モデル事業人吉地区説明会（アンジェリーク平安） 

日本銀行熊本支店事業所健診（日本銀行熊本支店）　受診者：25名 

野田毅衆議院議員・新春の集い（ニュースカイホテル） 

摘要 

8日 

9日 

10日 

12日 

13日 

14日 

15日 

16日 

17日 

1月28日 

2月5日 

14日 

1月23日 

28日 

30日 

2月6日 

1月27日 

2月3日 

4日 

16日 

18日 

7日 

日付 

学術 

地域保健 

社会保険 

総務 

所管 
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竹下理事 

竹下理事、瀬井委員 

浦田会長、渡辺専務理事、西野常務理事、
竹下理事、池嶋委員長他4委員 

宮坂常務理事、加藤理事、立本委員長他3
委員 

加藤理事、立本委員長他1名 

宮坂常務理事、加藤理事、立本委員長他
全委員 

日歯歯科医師青色申告会全国連合会評議員会（日歯会館） 

厚生・管理小委員会（1）リカバリー研修会（2）歯科衛生士の卒後研修（3）危機管理マニュアル ほか 

第2回厚生・管理講演会　受講者：160名 

広報小委員会　（1）会報2月号・第1回校正 

広報小委員会　（1）会報2月号・第2回校正 

広報委員会　（1）会報3月号・編集 

2月5日 

10日 

14日 

1月25日 

29日 

2月15日 

厚生・管理 

広報 

渡辺専務理事 

浦田会長、渡辺専務理事 

浦田会長、岩本委員長 

渡辺専務理事、大林理事、岩本委員長他
全委員 

大林理事 

大林理事 

大林理事、岩本委員長他全委員 

西野常務理事 

前野副会長 

小島・前野副会長、遠山監事、片山理事他
全委員 

前野副会長、片山理事、冨屋委員長他1委
員 

片山理事、冨屋委員長他1委員 

前野副会長 

片山理事、冨屋委員長他1委員 

前野副会長、岡田副委員長他1委員 

前野副会長、片山理事、冨屋委員長 

浦田会長、前野副会長、片山理事、岡田副
委員長他4委員 

松岡理事、松本委員長他4委員 

小島副会長・伊藤学院長他7役員 

逢坂教務部長他1委員 

伊藤学院長、小島副会長他役員 

伊藤学院長他2役員 

 

浦田会長、出口副学院長他5委員 

三笘委員他2委員 

岩切教務主任 

 

 

上野副理事長 

上野副理事長、桑田常務理事、原田監事 

田代主任、吉川書記 

浦田理事長他全役員 

田代主任 

浦田理事長、桑田常務理事、矢毛石・原田
監事 

浦田理事長他全役員、稲葉議長 

宮坂常務理事、田上・大林理事他8委員 

出席 

第11回日学歯理事会（日歯会館） 

日学歯加盟団体長会（日歯会館） 

県学校保健会第2回総務委員会並びに企画運営委員会（県庁） 

学校歯科保健推進大会　参加者数：105名 

熊本小児保健研究会（崇城大学市民ホール） 

熊本小児保健研究会役員会（崇城大学市民ホール） 

学校歯科委員会　（1）健診早見表の作製　（2）ホームページの作製 

県PTA災害見舞金安全会判定審査委員会（県総合福祉センター） 

県高等学校保健会第3回理事会（熊本西高校） 

県警との協議会（熊本市） 
（1）県警と医療対策委員会との協力体制　（2）県警との協力関係の経緯 

医療相談　自費診療：平成10年の治療費返還に対する対応 

医療相談　インプラントに関する患者からの訴えに対し、当該歯科医師との協議 

医療対策トラブル研修会打合せ（陸上自衛隊第8師団） 

医療対策小委員会（1）2/11講演会（2）2/26研修会・式次第等（3）苦情についての通知書 ほか 

医療対策小委員会　医療対策委員会講演会（2/11）事前打合せ・資料作成 

医療相談　医事紛争事案、当該歯科医師との面談の上、対応策を検討 

医療対策委員会講演会 
「インプラント関連の医事紛争について・窓口未収金にかかわる問題」　参加者：65名 

センター・介護委員会（1）障がい者歯科診療担当スケジュール 
（2）熊本県障がい児（者）歯科保険推進協議会（3）保健センターのレセコン導入 ほか 

学院臨床実習場反省会 

学院カリキュラム検討部会 

学院戴帽式　来賓：12名 

学院学則細則検討部会 

学院一般一次・社会人入試　 一般一次受験者数：10名 社会人受験者数：4名 

学院入試委員会 

学院臨床実習検討部会 

進学相談会（天草市） 

学院一般一次・社会人入試合格者発表　一般一次入試合格者：4名 社会人入試合格者：2名 

学院一般二次入試願書受付（至3月2日） 

九歯連役員会（ホテルオークラ福岡） 

九歯連協議会（ホテルオークラ福岡） 

九州各県国保事務担当者連絡会（福岡県歯会館） 

第7回国保理事会 
（1）平成21年度補正予算（案）（2）規約の一部改正（案）（3）平成22年度事業計画（案） 

ほか　 

全協事務（局）長研修会（九段会館） 

国保組合監査 

第8回国保理事会　（1）平成21年度通常組合会 

県歯科衛生士会との懇談会　衛生士会より5名出席 

摘要 

2月3日 

4日 

6日 

10日 

16日 

18日 

1月22日 

25日 

27日 

2月2日 

3日 

10日 

11日 

2月5日 

1月25日 

28日 

30日 

2月4日 

6日 

9日 

12日 

13日 

18日 
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社団法人  熊本県歯科医師会 会員のみなさまへ 

グループ保険制度のご案内 グループ保険制度のご案内 会員専用 

＜災害保障特約＞ 
（死亡保障プラン）会員・配偶者 

（医療保障プラン）会員・配偶者・こども 
＜手術特約/家族特約/家族手術特約＞ 
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6日（火） 

10日（土） 

20日（火） 

27日（火） 

第1回常務理事会 

県歯学術講演会 

第２回常務理事会 

第１回理事会 
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　バンクーバーオリンピックまっ

ただ中。浅田真央選手はメダルを

取れたでしょうか？ 

　さて、オリンピック選手たちの

鍛えられた肉体を見て触発された

わけではありませんが、最近、ジ

ムにはまっています。おかげで開

業以来肥大化する一方だった私の

お腹も少し縮小しました。 

　やっぱり健康一番ですよね。 

（A.J） 


